
1 

 

第１１次鳥取市総合計画（案）答申 概要録 

 

日時：令和３年１月１９日（火）１１時～１１時３０分 

場所：鳥取市役所 本庁舎３階 秘書課第一応接室 

出席者 

【鳥取市総合企画委員会】林由紀子委員長、坂本直副委員長 

【鳥取市】深澤義彦市長、羽場恭一副市長、高橋義幸企画推進部長、上田貴洋創生戦略室長 

概要 

（１） 開会 

（２） 出席者紹介 

（３） 答申（林委員長・坂本副委員長より市長へ答申書提出） 

（４） 概要説明（林委員長） 

＜林委員長 概要＞ 

・令和元年７月に諮問を受け、これまで 7回の委員会での審議を経て、本日答申を行う。 

・委員会では、委員のみなさんにご協力をいただきながら、それぞれの立場から多くのご意

見をいただいた。 

・委員会だけでなく、市民アンケート調査やワークショップ、地域振興会議、地方創生スト

リートミーティングやパブリックコメントなど、いろいろな場面で市民のみなさんから多

くのご意見をいただき、盛り込めるものを計画に取り入れていくことで、市民のみなさん

と計画をまとめてきたと思う。 

・いただいたご意見をすべて計画に盛り込むのは難しいが、盛り込めなかった意見も運用で

いかしていただきたい。 

・基本計画に盛り込んだ施策を実行できるよう、実施計画はいろいろな事務事業で組んでい

ただいて、市民の皆さんと一緒になって、計画が推進できるような形にしていただきたい。 

・計画をつくったら終わりではなく計画づくりが入口なので、しっかり実行していただくと

いうことがとても大事になる。今後の委員会の役割は、その進行管理において意見を言わ

せていただくこととなる。 

・人口減少や少子高齢化、若者の定着を進めるための雇用環境の確保、さらに新型コロナウ

イルスの感染拡大など厳しい状況にあるが、少ない人口で高齢者が多くてもキラリと光る

鳥取市になるように推進していただきたい。 

 

（５） 市長コメント・意見交換 

＜深澤市長＞ 

・委員会のみなさまには熱心にご議論、ご審議をいただき心より感謝申し上げたい。 

・これからも、幅広く市民のみなさまからもご意見をいただきながら、市民との協働という

ことで、計画にそった取組を進めてまいりたい。 
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・来月に２月定例市議会が始まる。基本構想については議会に上程し、議会でもしっかりと

ご審議をいただきたいと考えている。 

・来年度は第２期鳥取市創生総合戦略や様々な分野の諸計画もスタートする年でもある。 

・どのように市政を進めていくのか、どのような展望をもって、鳥取市をどんなまちにして

くのかが大事だと考えている。 

・新型コロナウイルス感染症もなかなか収束が見通せない状況が続いているが、収束をした

暁には新たな社会が見えてくると思う。そういった中で、鳥取市が持続的に発展するため

にはどのようなまちづくりが必要か考え続けなければいけない。そのための指針となるの

が総合計画である。これからもしっかりと全庁一丸となって取り組んでまいりたい。 

・これから社会情勢は短いサイクルでどんどん変わってくると思う。今回策定する１０年の

構想がそのままでいいのかということも出てくると思うが、進捗管理の中で対応していき

たい。しっかり進捗管理・検証をして、市民のみなさんとも共有しながら進めていきたい

と考えているので、引き続きご意見をいただきたい。 

 

＜坂本副委員長＞ 

・経済活動をしている側の人たちが、連携というよりもっと一体化した形で、地域などに深

くかかわらないといけないと思う。 

・我々と行政で目線を合わせて、やりとりしていかないといけない。行政も目線を合わせて

現場を具体的に見ていただきたい。その中から、本来的な課題が出てくると思う。 

・実施計画をこれから進めていく中で、お互いに一体化するという視点で、それぞれの立場

の中で、いろんな意見をだしていきたい。 

・地域に自ら飛び込んでやっていくプレーヤーが少ない。そういった人材をどう掘り出すか、

活躍できるような環境をつくっていくかが重要になる。商工会議所も若手経営者と意見交

換会を始めた。若い人に自信をもって関わっていただきたい。 

・計画にはいろんな施策が盛り込んであるのに動かない、そういうことがあれば何か動かな

い原因がある。そこを変えていけば動きだす、そういうことがあると思うので行政と一緒

になってやっていきたい。行政も企業や地域に入っていって、動かない環境を変えていた

だきたい。 

・よく、外から来た人の視点を取り入れてまちづくりをというような話もあるが、外も中も

なく、今、ここにいる我々自身が、具体的な課題を掲げて方向づけをすれば、この地域が

面白いから自分のやりたいことをやってみようかという状況ができて、そうすると外から

もそれなりの人材が来てくれる、ということになるのではないか。外からの人に頼るので

はなく、意識を変えて自らやるということが大事だと思う。 

 

（６）閉会 


